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ファッションとスイーツの甘～いコラボレ
イション@東京コレ!
「Mercedes-Benz Fashion Week
TOKYO」の期間中、コレクションの主会
場となる東京ミッドタウン内のスイーツ
ショップやカフェが東コレとコラボする
「Sweets Runway in 東京ミッドタウ
ン」。

2011春夏東京コレクションレポート
「DRESSCAMP」。
東京に新しい光をもたらす、明るく軽やか
なコレクション。
(2010.10.27)

 

プラチナの本当の姿、知っていますか？
http://t.co/OlMNdfBT

本年もありがとうございました。
http://t.co/hSEz4uoT

>> FOLLOW US ON TWITTER

ホーム > ライフスタイル  > ニュース > 東コレ中は、アーティストによるチャリティーボックスに義援金を！

< ライフスタイルトップへ戻る

展示期間：～10月22日
展示場所： 東京ミッドタウン ホールＢ プレスバイヤーラウンジ
参加デザイナー&アーティスト：深澤直人、安積朋子、ミナーレー＆
前田、マルコ フェッレーリ、ファビオ・ボルトラーニ 他 計14名
主催：一般社団法人日本ファション・ウィーク推進機構
協力:L'Isola della Speranza（リゾラ・デッラ・スペランツァ）、
DHL
http://www.charityboxforjapan.com/

(2011/10/18)

Mr Butterfly

東コレ中は、アーティストによるチャリティーボックスに義援金を！
ミラノ在住の日本人たちが東日本大震災被災地支援のために立ち上げたNPO「L'Isola dellaSperanza」（「希望の島」の
意）がミラノ・サローネ期間中に主催したチャリティー・デザインイベント「Charity Box EMERGENCY PROJECT FOR
JAPAN」が、「Mercedes-Benz Fashion Week TOKYO 2012S/S」の会期中、日本にて開催されている。
同イベントは作品展と募金活動をリンクさせたエキシビションで、第１回の4月のミラノ展では日本の被災地に心を寄せる
イタリア国内外のデザイナーとアーティストによりデザインされた50点を超える募金箱が会場を彩った。
今回はチャリティーボックスコレクション54点中14点がDHLのサポートのもと日本に巡回。日本でも展示された作品に義
援金を募金できる。

< ライフスタイルトップへ戻る

ツイートツイート 14 2Mi piace 0

Vogue Japan (18.10.2011)
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Charity Box On Tour
A news report from Geneva

The Emergency Project for Japan launched during the
past Milan Furniture Fair is now on show in Geneva

The natural disaster that hits Japan was shocking and devastating.
Japanese residents abroad have experienced the dramatic event with a
double anxiety: on one hand, the concern about the consequences for
their countrymen and country, on the other, the impotence of being far
away and not being able to help out by contributing to the rescue of the
survivors and the reconstruction of the destroyed cities and villages. 

Their initial concern and sorrow for the fate of the victims, their families
and their communities have developed into a desire to collaborate in the
reconstruction and to help the people return as quickly as possible to a
normal life. Milano based Non- Profit organization "L'Isola della
Speranza", as well as many Japanese living in Milan, has launched several
projects to raise funds to assist people living in the affected areas. 

First and foremost among these initiatives: the exhibition "Charity Box
EMERGENCY PROJECT FOR JAPAN" which has been held in April during
the Milan Furniture Fair.
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Top: Marta Laudani e Marco Romanelli, Mr. Butterfly; here: Lorenzo Damiani, Red and White

The exhibition presents a series of boxes for the collection of funds that
have been created by several internationally renowned designers from
Japan, Italy and other countries. These boxes, as well as being objects of
design, are nice "piggy banks" in which visitors are invited to put their
donations for the victims of the earthquake and tsunami. Among the 53
designers and artists collaborating on the project, there are many
internationally renowned professionals including Riccardo Blumer, Marco
Ferreri, Naoto Fukasawa and Denis Santachiara. 

The funds raised from donations to "Charity Box EMERGENCY PROJECT
FOR JAPAN" will be allocated to a Non-Profit organization active in the
Miyagi and Sendai Prefectures. 

Contact information: 
email: press@charityboxforjapan.com 



website: www.charityboxforjapan.com

Marco Ferreri, Ricostruzione

Charity Box On Tour EMERGENCY PROJECT FOR JAPAN 
September 22nd -October 5th, 2011 
Intercloisons Showroom 
19, rue de l'Arquebuse 
Geneva     



Tamar Ben David, Wound
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Charity Box On Tour



Japan Design Net (13.07.2011)

JDNトップ  > 海外レポート > ミラノ360° ─ “デザインの国”のデザイン事情 ─

第14回

デザインの可能性
 update 2011.07.13 レポート ： 荒木宏枝 ／ プロダクトデザイナー 

　東北関東大震災後、多くのアーティストやデザイナーが自分たちに出
来ることを考え、行動しました。チャリティイベントを通し、デザイ
ナーだからこそ出来ることの可能性を考えます。

 デザインとチャリティ
　3月11日に起こった東北関東大震災の被害と原発事故に心を痛めている
のは、日本国民だけではありません。特に原発とそれに伴う放射能汚染
は、正に世界中を震撼させ、各国の政治にまで影響を及ぼしています。6
月12･13日にイタリアで行われた国民投票では、60パーセントに届く投票
率の中、原発建設に関する項目が90％近くに達する圧倒的な支持で否決
されました。こういった一連の動きを見るに、感情を行動に移すことを
躊躇しないイタリアの国民性を、改めて実感しました。今回のレポート
では、チャリティイベントを通し、商業活動以外にデザインやアートで
出来ることの可能性を考えます。

　ミラノサローネ期間中、数多くのチャリティイベントが市内で開催さ
れました。最も規模の大きかったものが、山本まさとさんのレポートで
既に紹介されたCharitybox for Japanと、トリエンナーレで行われたDesign
for Charity。その他にも写真展や募金箱の設置や、デザイナーがメーカー
に掛け合い、売り上げの一部を募金に回すなど、個人単位での活動も至
る所で見られました。

 [Charitybox for Japan]

　58人のベテランデザイナーが参加した募金箱のチャリティイベント、
「チャリティボックス・フォー･ジャパン」。作品のクォリティも高く、
連日多くの来場者が訪れた。デザインは【 写真 6 】の様に日本を強く意識
したものや、【 写真 7 】のように原発への反発や被災者への追悼の気持ち
を表したもの、または【 写真 8 】の作品の様に”コインを投入する機能”に
アイデアを凝らしたものなど、実にデザイナーの個性と主張が現れてい
た。また活動を通して、デザイナー同士の交流や人の輪を広げるきっか
けの場にもなった。
http://www.charityboxforjapan.com/

【 1 】 Design for Charityより。東北関東大震災直後
ということもあって、日本をイメージした作品も多
かった。

【 2 】 チャリティボックス・フォー･ジャパンのオー
プニングパーティの様子。会場は前向きな雰囲気に包
まれていた。



Japan Design Net (13.07.2011)

次ページに続く

【 3 】 【 4 】 【 5 】 

【 6 】 【 7 】 【 8 】 

【 9 】 2ユーロ以上の寄付をするともらえるクリッ
プ。サローネ期間中に付けて回っていたら、どこで
購入できるか聞かれたことも。

【 10 】 右から参加者の富田さん、菰田さん、林さ
ん。

【 11 】 オープニングパーティーに来てくれたマッ
シモ・ジャコン氏（中央）と参加デザイナーの伊藤
節＆志信両氏。

 [Design for Charity]

　カリム・ラシッドを始め、エリオ・フィオルッチ、パトリシア・ウルキオラ、ピエトロ・リッソーニなどのそうそうたる

る作品に仕上げていた。最終日に作品がオークションにかけられ、その売り上げが世界の恵まれない子供たちのために寄付
される。
http://www.designforcharity.it/



Casa Brutus (July 2011)



Senken Sinbun (26.05.2011)



from ミラノ（Ryoko） - 8 -　

世界のデザイナーたちも日本を応援
チャリティ・ボックス展。

ミラノ・サローネ＆フオーリ・サローネ。

毎年4月に開催される国際家具見本市ミラノ・サローネ。世界中の建築デザイン関係者が一斉に集い、様々
な新しいアイデア、デザインが発表される世界最大規模のイベントですが、本会場以外でも、ミラノ市内の
あちこちで展示会や催しが開催され、大変な賑わいをみせます。その名もフオーリ・サローネ（サローネの
外）。アイデア溢れるユニークなデザイン、洗練されたスタイルが街のいたるところで見ることができ、一
般の人も日常的にデザインに触れることになります。自然とこんな機会があるミラネーゼ、センスがよくな
るのも当然といえば当然？　羨ましい限りです。夕方にはアペリティフが振る舞われる会場も多く、関係者
でなくとも、仕事帰りの人、学生など一般市民も集まってきて大盛況。街中が活気みなぎる一週間となりま
す。

　

緊急支援プロジェクト　チャリティ・ボックス展。

そんなサローネ期間中、今回の東日本大震災に胸を痛めた、ミラノ在住日本人有志によって起案された被災
地支援プロジェクトが開催されました。CHARITY BOX EMERGENCY PROJECT FOR JAPAN - 日本の
被災地に心を寄せる国際的に活躍するデザイナー57名が、思い思いにデザインした募金箱のデザイン展で
す。エキシビション来場者には、各デザイナーがデザインした募金箱を直接利用して、義援金を募金いただ
くという支援プロジェクト。在ミラノ日本総領事館が後援となり、プレス関係者はじめ、多くの人が来場し

[2011.05.16]

Dacapo Web Magazine (15.05.2011)



ました。いかに日本が愛されているか！新しい日本へ向けて、世界が応援してくれている気がします。

　

募金箱といってもいろいろ。

各デザイナーにそれぞれ「募金箱をデザインしてもらう」というアイデア自体、とてもユニーク。ひとつひ
とつデザイナーからのメッセージが込められた募金箱は、そのどれもがデザイナーの個性を感じさせ、アイ
デア溢れる楽しいデザイン。募金箱のイメ―ジが一新されます。気に入った募金箱に、、、と、どれに募金
するか悩む姿も。普通の募金より、もっともっと募金したくなる企画ですよね。まさしくデザインの威力。
結局、大半の方が複数の募金箱に募金されていたようです。

忙しい中、急な呼びかけにも関わらず賛同したデザイナーは57名！世界的に有名な日本人デザイナー、深澤
直人氏ほか、デニス・サンタキアラ氏、バルナバ・フォルナセッティ氏、リカルド・ブルメール氏など著名
デザイナーが名を連ねています。日本への思いが込められたチャリティ・ボックス。作品自体がチャリティ
としてデザイナーから提供されているので、今後も巡回展を行っていきたいとのこと。これらの素晴らしい
デザインが世界を巡って、日本を応援してくれることを願うばかりです。

　

チャリティ・ボックス公式サイト

ほかにもこんなたくさんの作品が！

Dacapo Web Magazine (15.05.2011)

Shibata Ryoko
しばた・りょうこ

- Web
- Blog

● 記事一覧

地中海の青い海と太陽、陽気なライフスタイルに憧れ渡
欧。”マンジャーレ”の国イタリアで、さらに食への関心と
ワイン好きに拍車がかかる毎日。ファッション＆アートへ
の興味を断ち切れず、ミラノでマスター修了しファッショ
ン業界へ転向。イタリアの有望若手デザイナーを発掘、プ
ロモーションする傍ら、ブランドマーケティングやライセ
ンスビジネス、バイイング等のコーディネートを行う。ミ
ラノにいながら、なぜかフラメンコに夢中。ライフワーク
となりつつあるこの頃。
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Charity Box Spazio Corso Como 9 10
Corso Como Charity Box
L'isola della Speranza INSIEME PER LA FRATERNITA' Onlus

Photos: Noriko Kawakami
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Per una parte della terra ferita
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CAPTAIN TSUNAMI
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Lorenzo Damiani
RED AND WHITE

Lucy Salamanca
PER TORNARE A GIOCARE

: Marta Laudani  Marco Romanelli
MR BUTTERFLY Photos: Courtesy of Charity Box ( )

R. Blumer M.Borghi  A. Freire
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BIRDSONG AGAIN IN TOHOKU
Photo: Courtesy of tna design studio
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第１9回 Charity Box EMERGENCY PROJECT FOR JAPAN 
 
 
 初めに３月１１日の大地震・大津波で被災された方々へ心からお見舞い申
し上げます。そして、今なお続く原発事故によって様々な被害に見舞われて
いる方々へ、一日も早く復興へ向けて専念出来る環境が戻って来ることを願
っております。 
 
 スイスではこの一ヶ月、殆んど毎週どこかで被災した日本のためにチャリテ
ィーコンサートが催され、日本人音楽家の方々が中心になって、義援金集め
のための演奏会が開かれています。 
スイスの電話会社、スイステレコムは３月１１日に遡って三月いっぱい、日本
への電話代を携帯電話も含めてすべて無料にするサービスで応援してくれま
した。(ハイチ地震の時にも同様のサービスがありました) 
 
 翻ってデザイン屋の自分には何が出来るのか ．．．被災された方々のため
に、何かをしたいと云う意思だけが空回りして、出口のない思いを抱えたま
ま、当地在住の日本人有志と共に駅頭に立って街頭募金をお願いしたりして
みました。スイスの隣人たちから受け取った募金額は予想を超える額で、は
っきり一桁違うという印象を受けました。 
 日本が被った今回の災害が尋常でないことは、スイス人にもしっかり伝わっ
ていることの現れで、少しずつですが世界は確実にひとつに繋がりつつある
ことを実感したようにも思います。 
 
 3．11 以降、未曾有の災害を映像で目の当たりにして、日本から離れた土
地で、当事者でないことのもどかしさを感じている海外在住の日本人はスイス
に限らずたくさんいます。また多くのデザイナーが自分のように、音楽家や舞
踏家の持つ機動力を、羨ましく、妬ましく、そして多分ちょっと忌々しく思ってい
たのも同じだったようです。その証拠がイタリアの友人デザイナーから届いた
一通のメイルでした。 
 
 JDNでも告知されているミラノサローネ 2011の “Charity Box”
(http://www.japandesign.ne.jp/salone/11/ex/index4.html#cb)がそれで、サロ
ーネは勿論イタリアのイヴェントなのですが、今回はこの展覧会にスイスから
自分が参加した立場でレポートします。 
 
 
■Call for Entry  "Charity Box"  Emergency project for Japan 
 ３月最後の日に、ミラノでデザインをされている友人の菰田和世さんから
『Call for Entry  "Charity Box"  Emergency project for Japan』と云う件名のメ
イルを受け取りました。それは４月１２日から始まるミラノサローネの期間中
後半の３日間、自作の義援金箱のデザインを持ち寄って展覧会をしません
か？と云うお誘いでした。 
 
 発端は数日前に遡ります。ミラノで活動している９人の日本人が、今回の日
本で起こった地震・津波・原発事故の三重苦対して、何か出来ることをしたい
と云うことで「L’isola della speranza (リゾラ デッラ スペランザ/希望の島の
意)」と云うNGOの団体を立ち上げました。 
 タイミング的にはちょうどミラノ サローネの会期が近づいていたので、デザ
インで何かできないだろうか、と云う相談の中、義援金を集めるのであれば、
募金箱をデザイナーがそれぞれデザインして持ち寄ったら面白い展示になる
のでは？と、菰田さんのアイデアが出たのが２８日の午後だったそうです。 
 
 

 

 
【1】 リゾラ デッラ スペランザ 
 

【2】 前夜の準備風景 
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by Hiroko Hayashi by Giulio Iacchetti c on Emmanuel Zonta by Shinobu Ito & Setsu Ito 



 はたしてこんなに差し迫った時期にそんなことが可能なのか？サローネの
期間中はどこもかしこも展示で街中が埋まっているわけで、それでもとにかく
会場探しが始まり紆余曲折の末、なんとミラノでも一等地の Spazio Corso 
Como 9 が会期中の後半３日間を無料で使用することを了解して下さり、義援
金箱展参加の誘いを一人ひとりのデザイナーにメイルし始めたのが、３月３１
日だったと云うことです。 
 
 
■ 感動的イタリア人の反応、そして感動的日な本人有志協力 
 サローネ目前の忙しい時期にも拘らず、声をかけた主に中堅以上のイタリ
ア人デザイナーたちは約９割が作品提供を快諾し、日本人よりも積極的な程
の反応だったとのことです。最終的には、57 人 (グループを含む)が参加を表
明し、デザイナーたちは作品制作に入りました。 
 
 展覧会は作品がなければ成り立ちません。が、作品だけがあってもほとん
ど成り立ちません。わずか二週間の間に法律や保険やクリアーしなければな
らないことは山ほどあるし、何よりもそこでこう云う趣旨の展覧会が行われる
ことを多くの人たちに知ってもらわなければ、三日間寂しく終わることもあり得
るわけです。分けてもサローネの期間中は街中が展示会で埋め尽くされるわ
けですから、半端なことでは殆どの人々はその存在にも気づいてくれませ
ん。 
 
 実際にはミラノ在住のジャーナリストやデザイン関係の日本人有志がボラン
テイアで様々に協力し、広報に関して言えば短期間に効果的で充分な告知を
可能にしてくれたようです。 
 
 14 日の夜設営の下準備をし、翌朝搬入が始まると実にバラエティーに富ん
だ作品が集まり、無事 11 時開場に漕ぎ着けました。 
 6 時からのオープニングは、後援の在ミラノ日本総領事の挨拶で始まり、会
場に入り切れない人々が外へ溢れるほどの盛況でした。 
結果として多くのイタリア人デザイナーたちの助けを借りて、本当にたくさんの
楽しい募金箱が訪れる人を楽しませてくれました。 
 
 集まった一つひとつのデザインもさることながら、このように募金箱で展覧
会をすることを思いついたそのアイデア自体が、グッドデザインであったコト
は特筆すべきで、このような機会をつくってくれた「リゾラ デッラ スペランザ」
の皆さんと、それを影で支えてくれた日本人有志の女性たちに改めて感謝し
ます。高橋めぐみさん、小林もりみさん、徳永かよさん、田代かおるさん、椎
名かおりさん、荒木宏枝さん、どうもありがとうございました。 
 
 今後この作品群は、出来ればどこか別の場所で、再び展示できると良いの
ですが、ご興味のある方は以下へお問い合わせください。また、最終的な義
援金の集計は後日以下のサイトで正式発表される予定です。 
 
L’isola della speranza：  http://lisoladellasp eranza.blogspot.com 
(現在このサイトはイタリア語が中心ですが、近い将来日本語のページが加え
られます) 
 
 

 

【3】 前夜の準備風景 
 

 
【4】 当日朝の搬入 
 

【5】 当日朝の搬入 
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【6】 写真：T-max 【7】 写真：T-max 【8】 領事挨拶 

【9】 満員の会場  写真：T-max 
 

【10】 満員の会場 写真：T-max 
 

【11】 写真：T-max 
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【12】 
 by Adriano Design 

【13】 
by Archipass 

【14】 BIRDSONG AGAIN IN TOHOKU 
by Tomoko Azumi 

コインを入れると、鳥のさえずりが聞こえ
ます 

 
  

【15】 NEW HOUSE 
by Enrico Azzimonti 

【16】 KOI-FISH 
by Alessandra Baldereschi 

【17】 WOUND (FERITA 傷)  
by Tamar Ben David 

 
 

【18】 DAL CAMINO 
by Fabio Bortolani 

【19】                       by Riccardo Blumer 
パチンコの釘状板面を、コインが良い音
を立てて下の箱まで落ちていきます 

【20】 Scalatori del sole (Sun climbers/サ
ンクライマー)  

by Caiola + Polga 

by Raffaele Venturi by Masato Yamamoto by Kazuhiro Yamanaka 
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【21】 TOURO 
by Antonio Cos 

【22】 11.3.2011 
by Carlo Contin 

【23】 RED AND WHITE 
by Lorenzo Damiani 

 

 

【24】 UNTITLED 
by Giuseppe De Francesco 

【25】 JAPAN TRIP 
by Design Trip 

Paola Nunzia Carallo & Jacopo Grandis 

【26】 Message Collection 
by Dan Dorel & Lina Ghotmeh & 

Tsuyoshi Tane 

   
【27】 SOLLEVANTE 

by Vincenzo Fancinelli 
【28】 NUCLEARE VADE RETRO 

by Barnaba Fornasetti 
【29】  

by Enrico Franzolini 
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【30】 RICOSTRUZIONE 

by Marco Ferreri 
【31】 

by Naoto Fukasawa 
【32】 La solidalieta' e' un gioco 

by Alessandro Gaja 

 

 

by Diego Grandi 
【34】 Unstructured Nuclear Reactor x 

by Alessandro Gedda 
【35】 100 LUCKY STARS FOR JAPAN 

by Gumdesign 

 

 

【37】 【38】 NINJA TEDDY BANK 



Japan Design Net (27.04.2011)

 
【39】 FIRST AID PIG 

by Joe Velluto 
【40】 UNTITLED 

by Kings 

【41】 PER UNA PARTE DELLA TERRA 
FERITA 

by Kazuyo Komoda 

  

【42】 SOLDINO FOR JAPAN 
by Giovanni Levanti 

【43】 SEMPRE IN PIEDI 
by Paolo Lomazzi 

【44】 PENSIERO PER IL GIAPPONE 
by Raffaella Mangiarotti 

 
 

【45】 RESTI 
by Ilaria Marelli 

【46】 TAPE 
by Mauro Merlini 

【47】 CIAO JAPAN 
by Miriam Mirri 
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【48】 TREASUE POT 
by Mario Minale & Kuniko Maeda 

【49】 FALCONE DEL CUORE 
by Kaori Miyayama 

【50】 OLTRE IL CIELO 
by Minori Nakanishi 

 
  

【51】 
Lorenzo Palmeri 

【52】 Scatola in gesso 
by Donata Paruccini 

【53】 DEN-ARI 
by Chiara Passigli 

  

【54】 RAISING FLAG 
by Matteo Ragni & Maurizio Prina 

【55】 MR BUTTERFLY 
by Marta Laudani & Marco Romanelli 

【56】 PER TORNARE A GIOCARE 
by Lucy Salamanca 
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【57】 SALVADANAIO 
by Denis Santachiara 

【58】 TORII 
by Kaori Shina & Riccardo Nardi 

【59】 Line 
by Naomi Sugita 

  
【60】 CAPTAIN TSUNAMI 

by Kazuhiro Tomita 
【61】  

by Fabius Tita 
【62】 SALVDANAIO TERRACOTTA 

by Paolo Ulian 

 

 

 

【63】 DONA 【64】  【65】 THE SUN RISE AGAIN 
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【66】 DROP 
by Paolo Zani 

【67】 PESCE GATTO 
by Marcello Ziliani & Selene Tunesi 

【68】 STABILITA' 
by Marcello Ziliani & Selene Tunesi 

 

  

【69】 FRAGILE 
by Marco Zito 作品写真：59と 64 以外はすべて T-max  

 



現在位置： asahi.com ライフ 住まい 住まいニュース 記事
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ガエターノ・ペッシェは、今年トリエンナー
レ会場でインスタレーションを発表するな
ど、いまだに現役として精力的に活躍している。

どの有名ブランドもレセプションはおおにぎ
わい。このカルテルでは入場者数制限までし
ていた。

ミラノ・サローネ２０１１（３）　デ
ザイナーを生かす街　

　ミラノ・デザイン・ウ
イークは、サローネ（見
本市）が開く前夜から始
まります。見本市の会期
中は毎夜必ずどこかの
メーカー・ショールー
ム、デザイン・イベント
会場でレセプションが開
かれ、関係者やメディア
が集まって夜半まで人並
みがとぎれることがあり
ません。とりわけ見本市
初日の夜は同時に１７０
ほどのパーティーが開か
れ、主だったところだけ
でもとても見終わること
ができないほどです。

　レセプションは新作を
真っ先にそこで見ること
ができる、趣向をこらし
た飲食を楽しめる、など
のほか、デザイナー自身
が新作を語る場となるの
で、デザイナーに会う、
見る、大きなチャンスで
もあるのです。たとえば
個性的な家具を多く作り
出しているメリタリアの
パーティーに行けば、７
１歳にしてなお意気軒高
なガエターノ・ペッシェ
に出会えるというわけで

企画特集 企画特集とは

提携サイトで探す

［PR］注目情報

ＳＭＢＣ日興証券
信用取引は委託手数料が０円。
約定代金がいくらでも、ずっと無料

どらく

テレビドラマへの恐怖心
「二度とやらん」と思うほど落ち込
んだテレビドラマ。今でも恐怖心は
あるが…　佐々木蔵之介さん

朝日お墓ナビ：有馬稲子さんのシンプルライフ

大学院特集：自分を見直し、再勉強の時！

スピルバーグ製作"スーパーエイト"

「ぴったり」が見つかる：住まい探しはSUUMO！

個人投資家向けIRセミナー：参加者募集中

奥田英朗さん特集：朝日新聞の新連載小説とは

ロンジン：エレガンス、そしてスポーツへの情熱

トップ ニュース コラム 賃貸 関西の住まい

住まい 就職・転職 食と料理 ファッション 医療・健康 愛車 教育 デジタル トラベル 環境

ミラノの日本人デザイナー達が知人の外人デ
ザイナー達に声を掛けて、東日本大震災のた
めのＣｈａｒｉｔｙ　Ｂｏｘ展を実現。短期間に５４ほ
どの作品が制作され持ち寄られた。（写真は伊藤節＆志
信氏）

・デザイナーをプロモー
トする広報宣伝を行う
エージェントが多くいる

・世界中のバイヤーがデ
ザインを買いに来るサ
ローネ見本市の存在

　このごろはずいぶん変
わってきましたが、特に
以前は完成度の高いプロ
トタイプを作るモデラー
がいることが大きな要因

（本文・中略）

Asahi .com(21.04.2011.04.2)



          

2011.04.14   

母国の辛い経験に胸を痛めた、ミラノ在住の日本人有志が発起人

ミラノサローネ期間中にチャリティイベントを開催

 
ミラノサローネの期間中4月15日（金）から17日（日）の3日間、ミラノ市内の『Spazio Corso Como 9』に
て、ミラノ在住の日本人有志が発起人となり立ち上げられた「Charity Box EMERGENCY PROJECT FOR
JAPAN」(非営利団体 リゾラ・デッラ・スペランツァ 主催、在ミラノ日本国総領事館 後援）による被災地支援の
ためのデザインイベントが開催される。

Text by OPENERS

作品展と募金活動をリンクさせたエキシビション
日本の東北地方に甚大な被害を及ぼした東日本大震災。「遠く離れた故郷のためになにかをしたい」と立ち上げた
「Charity Box EMERGENCY PROJECT FOR JAPAN」による被災地支援イベントは、日本の被災地に心を寄せ
る、国際的に活躍する日本人デザイナーと外国人デザイナーたち58名がデザインした募金箱を展示、募金を受け付
ける。

この募金活動による収集義援金は、イタリアのINSIEME PER LA FRATERNITA' Onlus
(www.onlusinsieme.altervista.org)をつうじ、宮城県、福島県に直接送金される。 義援金使途にかんしては、後
日、イベントの公式サイト（www.charityboxforjapan.com）にて義援金の会計開示がおこなわれる。

左から、ENRICO AZZIMONTI、DENIS SANTACHIARA、KAZUYO KOMODA

＜参加デザイナー＞
アドリアーノ・デザイン、アルキパス、安積朋子、エンリコ・アッツィモンティ、アレッサンドラ・バルデレス
キ、タマル・ベン・ダヴィッド、ファビオ・ボルトラーニ、リカルド・ブルメール、セルジョ・カラトローニ、カ
イオラ＋ポルガ、アントニオ・コス、カルロ・コンティン、ロレンツォ・ダミアーニ、ジュゼッペ・デ・フラン
チェスコ、デザイン トリップ─パオラ・ヌンツィア・カラッロ＆ヤコボ・グランディス、ダン・ドレル＆リナ・
ゴットメ＆田根剛、ヴィンチェンツォ・ファンチネッリ、バルナバ・フォルナ セッティ、エンリコ・フランゾリー
ニ、マルコ・フェレーリ、深澤直人、アレッサンドロ・ガイア、ディエゴ・グランディ、アレッサンドロ・ジェッ
ダ、グムデザイン、林ヒロコ、ジュリオ・イアケッティ／エマヌエル・ゾンタ、伊藤節＆伊藤志信、ジョエヴェ
ルート、キングス、菰田和世、ジョヴァンニ・レヴァンティ、パオロ・ロマツィ、ラファエッラ・マンジャロッ
ティ、イラリア・マレッリ、マウロ・メルリーニ、ミナーレ ─ マエダ、ミリアム・ミッリ、宮山香里、中西穂、
ロレンツォ・パル メーリ、ドナータ・パルッチーニ、キアラ・パッシリ、マッテオ・ラーニ＆マウリッツィオ・プ
リーナ、マルタ・ラウ ダーニ＆マルコ・ロマネッリ、ルーシー・サラマンカ、デニス・サンタキアラ、椎名香織＆

Philips｜エレガントで高性能なAndroid用
ドッキングスピーカー

イタリア発「TOO LATE」のポップな腕時
計、日本初上陸！

路面店第1号店「無印良品青山」が一新！　
『Found MUJI 青山』オープン

Inkling｜アイデアを自由に描き残せるデジタ
ルスケッチペン

FOCAL｜完全防備な5重構造！　iPhone
4S/4用のタフケース

ミラノサローネ｜ミラノサローネ期間中に東日本大... http://openers.jp/interior_exterior/ispecial/charityb...
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リカルド・ナルディ、杉田尚美、富田一彦、ふぁびうす・ティータ、パオロ・ウリアン、ラファエレ・ヴェン
トゥーリ、山本まさと、山中一宏、パオロ・ザーニ、マルチェッロ・ジリアーニ＆セレーネ・トゥネージ、マル
コ・ジート

左から、PAOLO ULIAN、ILARIA MARELLI、MARCO FERRERI

Charity Box EMERGENCY PROJECT FOR JAPAN
会場｜Spazio Corso Como 9
Corso Como 9 20154 Milano
開催日時｜2011年4月15日～17日

公式ウェブサイト
www.charityboxforjapan.com
一般お問い合わせ
info@charityboxforjapan.com
 

 

    
 

MOLESKINE｜ジュ
リオ・イアケッティ
による新コレクショ
ンに期待

EXHIBITION｜ミラ
ノサローネにて
「TWILIGHT-
Tokujin
Yoshioka」

連載・Yoko Ueno
Lewis｜暮らしノー
ト・第5回 「デザイ
ン以前」

 

adidas｜松浦俊夫、
パーソナルカスタマ
イズシューズ「mi
adidas」オーダー

My Own Watch｜
あなたの腕時計見せ
てください

あなたのクルマ見せ
てください

 Gallery｜FLEXFORM｜フレックスフォルムCEO ...  Gallery | KARIMOKU NEW STANDARD｜ミラノサ...
 FLEXFORM｜フレックスフォルムCEO ピエトロ・...  特集｜50年目のミラノサローネ2011 開催
 FLEXFORM｜10月28日より待望の「新作」展示ス...  Gallery | CANON｜ミラノサローネ展覧会「NEO...
 Gallery | FLEXFORM｜10月28日より待望の「新...  CANON｜ミラノサローネ展覧会「NEOREAL WONDER」
 Panasonic｜2011ミラノサローネ出展空間を期...  Gallery | TOSHIBA｜TOSHIBA Milano Salone 2...
 Milano Salone 2011｜川合将人のミラノサロー...  Gallery | nendo｜ミラノサローネ期間中に個...
 Gallery | Milano Salone 2011｜川合将人のミ...  TOSHIBA｜TOSHIBA Milano Salone 2011＜光・...
 Milano Salone 2011｜川合将人のミラノサロー...  nendo｜ミラノサローネ期間中に個展を開催
 Gallery | Milano Salone 2011｜川合将人のミ...  Gallery | MOLESKINE｜ジュリオ・イアケッテ...
 KARIMOKU NEW STANDARD｜ミラノサローネ2011...  MOLESKINE｜ジュリオ・イアケッティによる新...

NIGEL CABOURN｜松屋銀座5
階「ナイジェル・ケーボン」の看
板娘、山本知佳さん
今年8月31日にオープンした
『NIGEL CABOURN…

Airが紡ぐカルティエ『Painted
Love』への旋律
2007年にスタートした世界的
アーティストによるコラボプ…

TOKYO MOTOR SHOW 2011
インポートブランドから国産メー
カーまで、第42回東京モー…

あたらしい時代づくりに取り組む
ひとと企業──積水ハウス編
次世代のエネルギーをどうする
か。悩ましい問題だ。しかし見…

特集｜カルチャーの達人に訊く、
音楽・本・映画
カルチャーに精通した達人たち、
全31名が薦める音楽、本、…

2012-13年秋冬プレコレクショ
ン速報！
2012-13年の秋冬コレクション
サーキットのスタートも…

selection｜OPENERS的バイ
ヤーズガイド
モノと情報の洪水のなかから、良
質なものだけをピックアップ…

    

ミラノサローネ｜ミラノサローネ期間中に東日本大... http://openers.jp/interior_exterior/ispecial/charityb...
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Charity Box Emergency Project For
Japan

1/5

Le scosse del terribile terremoto e l’onda catastrofica dello tsunami che
l’11marzo hanno sconvolto il Giappone, sono arrivate nel cuore e nell’anima di
ogni abitante della terra a ogni latitudine, lasciando un’eco di dolore e
sconforto. Ma la forza straordinaria del popolo giapponese ha dato un nuovo
significato alla parola futuro, alimentando in ognuno di noi la voglia di aiutare a
ricostruire, come testimoniano le mille attività ed eventi e organizzati a
sostegno delle vittime.

Anche il Salone del Mobile di Milano diventa un occasione per aggiungere un
anello alla catena di solidarietà che collega l’Italia al Giappone. Proprio durante
la settimana del design, infatti, si terrà Charity Box Emergency Project For
Japan, una mostra evento presso lo Spazio Corso Como 9 dal 15 al 17 aprile.
Protagonisti oltre 58 designer, tra i quali anche nomi di fama internazionale,

Charity Box Emergency Project For Japan - Lifestyle... http://www.elle.it/Moda/Shopping/Lifestyle/Charity...
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come Riccardo Blumer, Barnaba Fornasetti, Naoto Fukasawa, Denis
Santachiara, che espongono per raccogliere fondi da destinare alla
ricostruzione.

La mostra, che ha anche il Patrocinio Consolato Generale del Giappone, è
organizzata da L'isola della speranza, un’associazione molto cara ai
giapponesi residenti in Italia, con l’intento di dare una mano concreta al loro
popolo, come spiegano le parole contenute nel comunicato stampa:

«I giapponesi residenti in Italia hanno vissuto i drammatici eventi con una
duplice ansia: da un lato la preoccupazione per le conseguenze per i loro
connazionali e il loro Paese, dall'altro l'impotenza di chi è lontano e non può in
alcun modo dare una mano, contribuire al soccorso dei sopravvissuti e alla
ricostruzione dei paesi distrutti.

Guardare alla televisione le immagini di quanto stava accadendo è stata per noi
una vera angoscia. All’iniziale preoccupazione e al dolore per la sorte delle
vittime, delle loro famiglie e delle loro comunità, è subentrata ora la sentita
volontà di collaborare alla ricostruzione, al ritorno in tempi brevi ad una
normalità di vita per bambini, uomini e donne».

I fondi raccolti dalle donazioni a Charity Box (di cui potere avere un’anteprima
in questa gallery) verranno spediti alle prefetture di Miyagi e di Fukushima
tramite l’Onlus Insieme per la fraternità. Design e solidarietà: un binomio
perfetto in nome della ricostruzione. Noi ci saremo. Ti aspettiamo.

Info:Charity Box Emergency Project For Japan
www.charityboxforjapan.com
Orari mostra: 15 aprile dalle 11.00 alle 21.00 - 16/17 aprile dalle 10 alle 20

11 Aprile 2011, Désirée Paola Capozzo
alias Desiree_Capozzo

Charity Box Emergency Project For Japan - Lifestyle... http://www.elle.it/Moda/Shopping/Lifestyle/Charity...
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